
1 既存のバス路線の維持・確保
【継続】
【継続】

県や沿線⾃治体と連携し、運⾏継続に必要な経費を⽀援
⾮効率な路線の再編及び代替交通の導⼊検討

2
⽣活交通の維持・確保のため
の仕組み（基準）づくり

【継続】 基準を満たさない路線への対応策を検討、実施

3 地域に適した移動⼿段の検討

【継続】

【新規】

【継続】

町で⽣活交通のあり⽅を検討

実証運⾏を実施
⿃取市次世代モビリティ推進会議の開催

4
⽣活交通の担い⼿不⾜に対応
した⽀援の在り⽅の検討

【継続】 若⼿経営塾の開催

5
⽣活交通利⽤の働きかけ（利
⽤促進策の推進）

【継続】
【継続】
【継続】
【新規】
【新規】

【新規】

公共交通機関の定期券購⼊助成
ノルデ運動の実施
とっとり交通フェスタの開催
100円循環バス「くる梨」への「ICOCA」導⼊整備

た取組を実施
⿃取県東部地域MaaS協議会を発⾜し、新たな移動サー
ビスの実証実験を実施

6
⽣活交通を”創り・守り・育て
る”ための意識の醸成

【継続】
【継続】 市報、市ホームページ等の広報媒体を活⽤した広報

7
⽣活交通の維持・確保におけ
る推進体制の整備

【新規】 （仮称）⿃取市共助交通推進連絡会議を発⾜し、共助交
通の推進体制を強化

【取組状況の関連写真】

    

⿃取市⽣活交通創⽣ビジョンに関する取組状況について

推進する取組 令和３年度の取組実績 令和４年度の取組概要
●新型コロナウイルス感染症の影響により、危機的な経営状況に陥った路線バス事業者に対し、運⾏継続のための
緊急⽀援⾦（109,000千円）を交付。
●⾚字路線の⾚字額を全額補填（247,540千円）
●市有償バス、乗合タクシーを対象に改善を図るための評価・⾒直し基準を運⽤開始

●バス路線や乗合タクシーの廃⽌や縮⼩の⾒込みがある沿線地域を中⼼に、代替交通の導⼊に向けた検討を実施。

●河原町、⽤瀬町、佐治町で運⾏していた市有償バス「南部⽀線バス」を廃⽌し、共助交通を導⼊
●⿃取市次世代モビリティ推進会議を発⾜（R3.10）し、⾃動運転技術を活⽤した新たな移動サービスの提供に向
けた検討を実施
●⾃動運転バスの実証実験に対する財政⽀援を実施
●⿃取商⼯会議所、⿃取県、（⼀社）⿃取県ハイヤータクシー協会と連携し、交通業の若⼿経営者・後継者を対象
に「若⼿経営塾」を年６回開催
●⾼齢者（６５歳以上）及び免許証返納者を対象に、路線バス定期券を定価の半額で購⼊いただける助成を実施
●⼩・中学⽣、⾼校⽣を対象に、公共交通機関を利⽤した通学費の⼀部助成制度を実施

●「第3回とっとり交通フェスタ」の開催（開催⽇：令和3年11⽉28⽇）
●公共交通機関のキャッシュレス化に向けた検討を実施
●東部地域の路線バスに路線番号を設定し⿃取バスターミナル内の案内表⽰等の改良を実施

●バス路線や乗合タクシーの廃⽌や縮⼩の⾒込みがある沿線地域を中⼼に、⽣活交通の状況や公共交通機関の利⽤
に関する⽀援制度などについて説明
●市報、市ホームページ、FMラジオ番組等を活⽤し、⽣活交通の状況や公共交通機関の利⽤に関する⽀援制度を
周知

●⿃取市⽣活交通会議を定期的に開催（６回開催）
●各総合⽀所や旧市内のバス路線や乗合タクシーの廃⽌や縮⼩の⾒込みがある沿線地域において、⽣活交通の維
持・確保策に関する検討体制を整備

■ノルデ運動チラシ ■⿃取市次世代モビリティ推進会議 ■第３回とっとり交通フェスタ ■共助交通開始式（河原町国英地区）■若⼿経営塾
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